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授業開始前に見られる儀礼的な行為に関する考察

高 松 みどり 谷 村 千 絵 中 戸 義 雄

【要 旨 】

本稿では、文化人類学他 から儀礼概念 を導入 し、それを用いて教育実践に見 られ る社会化の プロセスを分析 した、

ヴルフ(Wulf,Chhstoph豆944～)の 方法 を取 り上げ、その高等教育分野への適用 可能性が検討 される。ヴルフの

言 う儀礼 とは、 日常的に繰 り返 され る相互行為 を指 し、共同体形成 に欠かせない ものであるが 、その際の行為 の型

は決 して固定 的なものではない。儀礼は、一定 の型が場に応 じて様 々な形で実演 されるものであ り、儀礼の成功 も

そのパ フォーマンス にかかっているとす ら言えるのである。 とりわけ、 ヴルフは 日常生活 に見 られる移行の段 階に

着 目する。た とえば小学校 では、児童は授 業時間の前 に、遊 びグループの一人 という状態か ら授業 を受けるクラス

メー トの一員 とい う状態へ と切 り替わる必要があ るが、彼 はその際 に引 き起 こされ る小 さな 「通過儀礼 」を観察 し

ようとしている。彼の手法は、我 々が普段、意識 しないで行 う儀礼 を意識化 させ るものであ り、教育者がこのよう

な視点に気づ くことによって逆 に学生の移行 をスムーズにする手助 けも可能 となるように思われる。彼の方法 は高

等教育分野への適応 も可能であ り、本研 究では実際に大学での調査 を試みた。

〔1〕 本 稿 の 目的及 び問題 意 識

本 稿 の 目 的 は 、授 業 が 始 ま る際 に見 られ る 学 生 の 姿 勢 に注 目 し、 ドイ ツの 教 育 学 者 ヴ ル フ(Wulf,

Christoph1944～)に よる 「儀 礼 」概 念 を援 用す る こと に よって、 参 与観 察 や ア ンケー ト調査 を用 いて 、

その集 団で の や りとり とそ れ に よって促 され る社会 化 の形態 を探 る こと にあ る。

文化 人類 学 の研 究 に よれ ば、「儀礼 〈ritual>」(もと もとラテ ン語、〈dtus>は 「秩 序 だ った行為 」 を表す)

とは、宗教儀 礼 に限 定 され る もの で はな く、挨 拶や 食事 な どの 、ご く日常 的 な行 動 を も含 めた もので あ る。

と りわ け集 団行 為 と しての儀 礼 は、 そ れが慣 習化 され、 関与 者の 身体 に内面化 され る ことに よって 、そ の

社 会的 な役 割 や アイデ ンテ ィテ ィ、集 団 の一体 感 の形 成 に大 きな役 割 を果 た してい る。

ヴル フは、 近年 、 この よ うな文化 人類 学 にお け る儀 礼概 念 を教 育学 の分 野へ 導入 し、低学 年 の子 ど もの

生 活場 面(小 学校 ・家庭 等)に 見 られ る儀 礼 的 な行為 につ いて 調査 分析 を行 って きた。彼 は儀 礼 を、 「共

同体が 生 じる際 に繰 り返 され、模倣 を通 して 関与者 に身体 的 に伝 え られ る、相 互行 為 のモ デル」 と捉 える。

この、 同 じ型 が繰 り返 され る とい う儀 礼 の特徴 と並 んで、彼 が 注 目す るの は、儀 礼 の実演(パ フ ォーマ

ンス)の 仕 方 であ るD。 彼 は儀 礼 を、 一定 の型 が 「場 ごとに ア レ ンジ」 され なが ら生 み出 され る もの と し

て捉 え る。儀 礼 の成 立 が その 実演 にか か って い る とい う この特徴 を、彼 は"perfomla£iv"(パ フ ォーマ ン

ス に基 づ いた)と 呼 び、 そ れ を、相 互行 為 が持 つ、 関与 者 を 「方 向づ け る特性(Verweischarakter)」 と規

定 す る。 こ う して彼 は 、儀礼 の実 演 が関 与者 に対 して何 を期待 し、何 を促 す のか とい う点 に着眼 す るの で

あ る。

こ う して ヴル フは、 これ まで 、 それ ぞれ の人 間形成 の場(家 庭 、小 学校 、仲 間集 団 、 メデ ィア)に お い

て、儀礼 が社 会化 に どの よ うに(ど の程 度)寄 与 してい るの か、 とい うこ とを フ ィール ドワ ーク に よって

探 って きた 。

そ の際 、 と りわけ彼 が注 目す る の は、学 校 に見 られ る 「通 過儀 礼 」2)で あ る。広 義 の通 過 儀礼 は、 時

間の 区切 れや場 所 の移動 、社 会 的地位 な どの状態 の変 化(=移 行)に 伴 って 引 き起 こ され る。 ヴル フ もま

た、 この よ うな意味 で 「移行 」 とい う言 葉 を用 いて お り、 日常 生 活で 意識 され ない よ うな、 よ り些細 な移

行 に注 目 して いる。例 えば彼 の着 目す る学校 での 移行 は 、制度 的 でマ ク ロな レベ ルで の移行(例 入 学式

や 卒業式)を 指 す ので はな く、 ミクロ な レベ ルで の移行(例 休憩 時 間か ら授 業時 間へ)を 指す 。 よって

本研 究 で も、大学 で の授 業 開始前 の移行(通 過)段 階 を中心 に、 考 察 を行 い たい 。
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〔2〕ヴルフの視点 とその適用について

考 察 の際 に ヴル フが重視 す る視 点 には、 次の よう な もの があ る。

① 「境界 性(リ ミナ リテ ィー)」

② 「制度 に従 う儀礼 」 と 「制 度 に抵 抗 す る儀礼 」

③ パ フ ォーマ ンスの 際の 衣装 と して の衣服 と、 小道 具 と しての小 物

④ 相 互行 為 が どれ だけ密 か(身 体 運動 や、発 言 に着 目)

⑤ テ リ トリーの 配置 、生徒 と教 師 の位 置関係 、 教室 内 での彼 らの動 きは どうか

⑥ 型 の決 まった 身振 り、 ミミ ック(演 技)、(美 的)表 現 の方 法 には どの ような ものが あ るか

⑦ 相 互行 為 の体系 、場 ご との ア レンジ、舞 台装 置 は どの よ うな もの か

⑧ 時 間的 な構 成 は ど うな って い るか

以 上 の よう なヴル フの視 点 を参照 しなが ら、 本稿 で は、 多人 数 の講義 形式 の授 業 を受講 す る大 学生 を対

象 と して独 自の視 点 を抽 出 した い と考 え る。小 学校 で の調査 と大学 で の調査 で は、対 象 者 や授 業 の条 件が

大 きく異 な る こと を念 頭 に置 け ば、上述 の 視点 すべ て が大 学で の調査 に有効 か どうか は検 討 の余 地が あ ろ

う。

まず、小 学校 の授 業 と大 学 での授 業 で は人数 の規 模が 異 な るので 、大 学 の授 業 で は、仲 間 グルー プの細

かい 会話 の内容 を記録 す る こ とは断念せ ざる を得 ない。 また、小 学校 で は 同 じク ラスの生 徒 が授 業 を受 け

るが 、大学 で は その授 業 を選択 す る学生 の みが 集 ま る。 顔 な じみの クラス メー トの 間で あ れば共 同体 は生

じや すい だ ろ うが 、 その授 業限 りの学生 間 で、 仲 間 グルー プ以外 に共 同体 が拡大 す る とい う こ とは まれ か

も しれ ない。 よって ある行 為 の型が 模倣 に よって拡 大す る とい う形 での 共 同体形 成 の プロ セス を観 察 で き

る可 能性 は高 い とは いえ ない。 さ らに、 小学 校 で はた いて い、 ホ ームル ー ムの教 室 で授業 を受 けるの に対

して 、大学 で は授業 に よって教 室が 異 な ってい る。 この 意味 で は学生 は、授 業 開始 前 にはす で に、仲 間 グ

ルー プの状 態 か ら空 間的 に切 り離 され てい る、 す なわ ち、空 間 的 な 「分離 儀礼 」 をす ませ て しまって い る

こ とにな る。 これ らの理 由 か ら上 述 の ヴル フの視 点 を、 た とえば以 下 の よ うに絞 り込 む必 要 があ ろ う。

① 型 の決 ま った身振 り、そ れ に対 す る ア レ ンジは見 られる か(儀 礼 のパ フ ォーマ ンス に注 目、 上述 の

視 点⑥⑦)

② 教 室 内で の学 生の 動 きの時 間 的、空 間 的 な構 成 につ いて(上 述 の視点⑤ 、⑥ の一部 、⑧)

③ 物 、 衣服 につ い て(上 述 の視 点③)

④ 儀 礼(化)の 持 つ 意味 に つい て

⑤ 授 業 とい う制 度 に従 う(あ る いは抵 抗す る)た めの儀 礼(上 述 の視 点②)

以 上 の視 点 に基づ い て本稿 で は、 まず 、大学 にお ける 空 間的、 時 間的 な移行(通 過)段 階 にみ られ る学

生側 の儀 礼 的 な行 動 を観 察 し、考 察 す る。他 方で ヴル フの方法 に加 えて、教 育 者側 の儀 礼 に も着 目す るた

め に授 業 者へ もア ンケ ー トを行 い 、授 業 の始 め に、授 業 者 は ど うい うス タ イル で授 業 に入 って い くの か

(ど うい う儀 礼 を生 み出 そ う と してい るの か)と い う点 につ い て調 査 す る。

〔3〕調査について

1)調 査 方法:授 業 開始時 の参 与観 察 及 び ビデ オ収 録 〔資料1〕 、授業 者 への ア ンケ ー ト 〔資料H〕

2)調 査対 象:受 講生80人 以 上 の授 業

く対象 授業1京 都女 子 大学(授 業者:谷 村)大 阪 大学(授 業者1中 戸)〉

ア ンケ ー トについ て は任意 抽 出:国 公私 立14大 学 、49名

3)調 査 時期:2002年4月 ～6月
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〔4〕参与観察及びビデオ記録の結果について

〔資料1〕

〔授業開始時にみられる儀礼的な行為〕

2002年4月16日 京都女子大学

糊
一5

0

5

受講者の行為

(大半の学生がすでに着席)圏
・友人と授業の時間割表を読む

・グループで会話

・二人の学生(最 後殉:二 人が鞄を机の上に置いて教室を出て

いく。(席取り)

・長いチャイム風音楽(1分15秒)

最後列の二入が戻ってきて、上着を脱ぐ。
・音楽が終わるまでに詣声は小さくなり、上着やタオルがたた

まれ、時間割表が鞄にしまわれ、ルーズリーフや筆記用具が

机の上に出される
・授業者の声ととも}ご静粛

・「こんにちは」と挨拶を返す

・授業者の発言(「肖像権Dを 聞いて騒がしくなる。

・後ろの席の学生3 ,4人 がそれぞれ自分の机の上に鞄を置く
・後ろの席の学生は依然として会話を続け、携帯電話を取り出

す。
・鞄を机の上に置いて、何でも出し入れ自由にしている三人グ

ループ
・授業者の声を聞こうと、ある学生が後ろの戸を閉める

授業者の行為
・授業者はすでに登掲 してお り、教壇の上で授業の準備

・「それでは、教育原論の授業を始めま曳 みなさんこんにちはj
・ビデオ撮影のお断り

(学生を静斜 こさせるため、大きな声で)「それで一、… 」
・コンコンたたいてマイクの癩節

・授業者の声の届かない。
・マイクの調子が悪く、なお授業者の声が後ろの席まで届かず
・マイクがつながる

・教職授業の説明

2002年4月23日 ナ欝

㎝
一5

0

5

受講者の行為
・グループで会話

・半数以上が着席

・チャイム(15秒)一 ほとんど聞 こえない に の間に残 り三

分の一の学生が着席)
・ジュースの缶を持った2人 の学生が入室,一 人で座っていた

学生が、たまたま翻 こ座った二人に手を挙げて挨拶。それに

対 して二人が 「おう、君は確かまこっちゃんちに来てた子や

な?」 と言って話し出す。しばらく謡 しながら、授業の準儀

話題は授業に関すること 「レポー トとかださなあかんのかな

あ」(新たな共同体の形成、授業の準備)
・たまたま同じ列に座った友人の肩をたたいて挨拶

・「こんにちは」と挨拶を返す

・静粛

・ルーズリーフやプリントを出す

・一部、笑い(人 数が多すぎて皆が集中できていないため?)

授業者の行為
・すでに授業者登場

・お茶を飲む

・上着を脱 ぐ、すでに袖まくり
・配布プリン トと参考文献を用意

・腕時計をはずして手に持ちかえる

・授業用のメモを持って教壇に立っ

・腕時計に 目をやる

・教室変更のため、通常よりも授業開始オ沙 し遅れる

「はい、いいですカ㌔ はい、こんにち眺 」

(注目を集めた後、挨拶)
・「この中で教育という漢字知らない子、おれくんな 教育という

漢字をでっかく黒板に書いて。でっかくやで。私の顔 よりでっか

く。」
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2002年5月7日 京都女子大学

嘲

一5

0

5

受講者の行為
・感想用紙を取りに行く5 ,6人 のグループ
・昼食の後かたづけ

・感想用紙を取りに行く7 ,8人 のグルーズ グループ内で 「友

人の用紙を配る」
・用紙を取りに行 く10人 近 くのグループ。友人の感想凋紙も

一緒に取りに行って配る

・ほとんどのグループが感想凋紙 をわきに置いて会話を続ける

が、感想用紙を読むグループも。

。ほぼ全員が着席 しグループで会話(GWIの 話題)

・チャイム風の音楽

・仲聞グループで会話

・友人と感想用紙を取りに行く

・授業の感想用紙についての会話

・静粛

・続々と10名 ほど感想用紙を取りに行く

・3,4人 のグループが入室
・会話

・二人の学生が遅れてくる

・授業者が後ろにプリン トを配 りに行 くと前の席が騒が しくな

る

授業者の行為
・授業者の姿は見えない。感想用紙のみが前の机に置かれている。(す

でに一度、授業前に感想用紙を取りにくるよう、指示されている)
・授業者が現れる

・授業の準備

・黒板消し洗浄機に触れる。黒板消しの手入れをする

。余った感想凋紙を集める

・マイクに触れる

・教壇に立傷 手にした配布プリントを整理 し、マイクを調節。
・「こんにち1乳 教育原論の授業を始めます」と挨拶。『ノー トのノー

ト』を取りにくるよう指示

・前の戸を閉める

・プリン ト配布

・「今来た人もいますね一。前に 『ノー トのノー ト』と取 りに来てく

ださい」

・「プリン トが三種類揃ったら授業を始めます」桁 為の表明。パフォ
ーマテイ勇

2002年5月21日 大阪大学

馴
一5

0

5

受講者の行為
・感想用紙を取りに行く(境 界の段階、リミナリティー)
・他の学生の感想用紙を配る3 ,4人 のグループができ、他の

学生の名前を呼ぶ(→ 学生自らによる感想用紙の返却、共同

体の形成》
・入室してきた友人に、自分の座っている場所を指さして教え

る
・入室した友達に、手を挙げて自分の座っている場所を示す
・会話、一人で黙って座っている学生も
・チヤイム

・ほぼ全員が着席、なお会話
・「こんにちはjと 挨拶を返す

・入室 してきた友人に手を振って合図

・遅刻した学生が感想用紙を取 りにくる

・5 ,6人 が続々と入室
・静寂、笑い

授業者の行為
・腕時計を見る

・前回提出された感想用紙を机の上に置き、

学生に取 りにくるよう指示

・余った感想用紙を整理

・「はい、こんにちは」と挨拶
・事務的な連絡

・その日の授業に関する説明

・手のひらで制して 「後で」と指示(授 業の流れを止めないためのパ

フォーマンス)

・前の戸を閉める

・松嶋菜 子々のCMの 話(授 業という枠紹みの中で、日常生活の話を

する一・完全に授業の本題には入っていない。移行はゆるやか?)

〈 観 察 結 果 〉

授 業前 、授 業後 には、様 々な儀 礼的 な行 為 が見 られ た。 この結 果の 一部(と りわけ授 業前 にみ られた も

の)を 上 述 の ヴル フの視点 にそ って解釈 す れ ば、 どの よ うに なるだ ろ うか。

① 決 ま った身振 り、 そ れ に対 す る ア レンジ は見 られ るか。

授 業 開始 前 、谷 村 の場 合 は マイ ク に触 れ た り、 マ イ クを コ ンコ ンた たい て調 節 した りとい うパ フ

ォーマ ンスが 、 中戸 の場 合 は、 腕 時計 を眺 めた り、 そ れ を はず して手 に持 ち変 えた りす るパ フ ォー

マ ンスが見 られ た。

これ らの行為 は何 を促 す の か。谷 村 の 場合 は、授 業 で しか 用 い ない マ イ クを試 す形 とい うで授 業

開始 を告 げて お り、 中戸 の場 合 は 、授 業 者が 時 間 を気 に か けて い る こ とを聴 衆 に気づ かせ る とい う

形 で 時 間通 りの授 業 開始 が 求 め られ てい る と見 る こ とが で きる。 い わ ば これ らの行 為 は、無 意 識 で

あ るにせ よ学 生が受 講 者へ 移行 す るの を促 す、授 業者 か らの働 きか けであ る とい え よ う。
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② 教室 内 での 学生 の動 きの時 間的、 空 間的 な構成 につい て。

教 室 を儀礼 のパ フ ォーマ ンス の場 と して捉 え、授 業者 をパ フ ォーマ ー(演 技 者)と して捉 える場合 、

教室 は劇 場 、教壇 は舞 台 、座 席 は客席 と して 、学生 は聴 衆 と して捉 え る ことがで きる。

・京都 女子 大学

昼休 み後 の授 業 のせ いか 、大半 の聴 衆 はす で にチ ャ イムが 鳴 る直前 まで に席 につい てい る。遅 刻 者

はわず か。 縦長 の劇場 なの で、後 ろの席 、前 の席 、両 端 の席 とい う順 で埋 ま り、 その結 果真 ん中の 席

は空 く傾 向 が見 られた。 舞台 と客 席 が少 し離 れ てい る上 に、劇 場 が縦 に長 い ので、 一番 後 ろ に座 った

場 合、 パ フ ォーマ ーか らほ ど遠 く離 れ る こと にな り、 そ のパ フォーマ ンスの リア リテ ィは伝 わ りに く

い 。 しか しその ことは、 パ フ ォーマ ーが時 折舞 台 を下 りて客 席 を歩 き回る こ とで 補 われ てい る。

・大阪 大学

半 数 以上 の聴 衆 が授 業 前 にす で に着席 してい るが 、残 りの3分 の1は チ ャイ ム と同時 に かけ こみ 、

遅刻 者 も数名 見 られ る。① 舞 台 は広い が客 席 と比較 的接 近 してい る上 に、パ フ ォーマ ーは板 書の 時以

外 は舞台 か ら下 り、時 には客 席 を歩 き回 る。② も とも と横 長 の教 室 で あ る上 に、 授 業者 が学 生 に後 ろ

3列 に座 る こと を禁 じてい る た め、 聴 衆 は全 体 的 に少 し前 に乗 り出 す よう な形 に な って い る。① 、

② より、 パ フ ォーマ ンス の リア リテ ィが伝 わ りや すい とい え る。 ただ、 逆 に客席 が横 に広 す ぎる場 合

の デメ リッ トは、 特 に両端 に座 る観客 に とって、 パ フ ォーマ ーが どち らか の端 に移動 した場 合 に、 リ

ア リテ ィが損 なわれ る とい う点 で あろ う。

③物 、 衣服 につい て。パ フ ォーマ ンスで 用 い られ る物 は小 道 具、 そ の際 の衣服 は衣 装 と して見 る こ とが

で きる。

〔授 業者 が パ フ ォーマ ーの場 合 〕

・小道 具 谷 村:マ イ ク、出席 カー ド、感想 用紙 、黒 板 消 し、配 布 プ リ ン ト

中戸:お 茶(缶)、 腕 時計 、 配布 プ リン ト、参 考文 献 、授 業 用 の メモ、感 想 用紙

・衣装 中戸:上 着 、袖 をま くった シ ャッ、眼 鏡

〔学生 がパ フ』オーマ ーの場 合 〕

・小道 具 授 業で使 用:ル ー ズ リー フ、 筆記 用具 、 眼鏡 、 プ リン ト、 フ ァイ ル、

授 業以外 で使 用:時 間割 表、 鏡 、携帯 電 話、鞄 、 ス ケジ ュー ル帳、 パ ン、

飲 み物(缶 、紙 コ ップ)、 写 真 、 ガム、本

・衣装 上 着、 帽子

④授業という制度に従う(あ るいは抵抗する)た めの儀礼

大学の授業場面では、個人としての学生は、それまでの生活の場や仲間集団から切り離されて、一受

講者となる必要がある。観察の結果、授業開始時には学生達の問に意識的にせよ無意識的にせよ、授

業という制度に従う(あ るいは抵抗して休み時間を引き延す)た めの儀礼が見られた。

⑤ 儀 礼の 持 つ意味 につい て

授 業 開始 時 には、 ヘ ネ ップの分類 に依拠 す れ ば、大 き く二つ の儀 礼 が観 察 され た。 まず 一つ は、① 仲

間 グルー プの 一員 か ら受 講 者へ の移 行 を遂 げ るため の 「通過 儀礼 」 であ る。 この儀 礼 は さらに細 か く

三 つ の儀 礼 に分 け られ る。 そ れ まで の仲 間 グル ー プの状 態 か らの 分離 を表 す 「分 離 の儀 礼 」、 仲 間 グ

ルー プの 状態 と受講 者 の状 態 が混 ざっ た境 界 状 態 にあ る 「過渡 儀 礼」、受 講 者 の状 態 となって授 業 と

い う制度 へ 統合 される 「統合 儀礼 」 であ る。

他 方、 上述 の統 合儀 礼 とは別 に、"仲 間 グ ルー プの絆 を深 め る とい う意 味 で の 「統合 儀礼 」 も見 られ

た。
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<考 察>

1.制 度側 の(大 学 側 の)儀 礼

京都 女子 大 学 には、 長 いチ ャイム風 の音 楽(1分15秒)が あ り、大 阪大 学 に は、通 常 の長 さの チ ャイ

ム(15秒)が あ る。 京都 女子 大学 の方が チ ャイ ムの音 が 大 き く、 学生 に も聞 こえやす いが 、 大阪 大学 で

は聞 こえに くい。 昼休 み後 の授 業 の ため か、全 体 的 に京 都 女子 大学 の学 生 の方 が、 そ もそ も着席 が 早い の

であ るが 、特 に一 回 目の参 与観 察 の際 に見 られた ように、 チ ャイ ム風音 楽 が鳴 っ てい る間 に学生 の話 声 は

小 さ くな り、授 業 に関係 の な い もの(時 間割 表 な ど)が 片づ け られ 、授 業 に関 わ る もの(ル ー ズ リー フや

筆 記用 具)が 机 の上 に出 され、 鳴 り終 わ る頃 には静 寂が 訪 れ る。そ れ に対 して大 阪大 学 で は、 チ ャイム の

音 の長 さが 短 い上 、音 も小 さい ので 、学 生達 の 話 し声 に紛 れて しまって 、余 程注 意 して 聞か な けれ ば聞 こ

えな い。

リーチ はそ の著作 の 中で 、人 為的 な音 が境 界 を しるす 働 きを重視 してい る。彼 に よれ ば、 太鼓 を打 った

り、角笛 を吹 いた り、 シ ンバ ルや拳 銃、 爆竹 や 鐘 を鳴 ら した りす る ことは 「時 間や 空間 の境 界 を しる しづ

け る」 もの と して規 則 的 に用 い られ るが 、 その 境界 は物 理 的 な だけ で な く、 「形 而 上学 的 」 で もあ る6)。

例 え ば、 ラ ッパ の点 呼 、鐘 の うち鳴 ら しは一 日の時 間 を しる し、 トランペ ッ トの フ ァン ファー レは重 要 人

物の 入場 を しる しづ け る。 また、号砲 と爆竹 は特 に葬式 の行列 、結 婚式 を しる し、雷 は 「神 の声 」 を表 す7)。

つ ま り彼 に よれ ば、 あ る特 定 の音 は聖 なる もの を示 す ので あ る8)。

この ように考 え れば、 単純 化 して 言 う と、 京都 女子 大 学の 場合 の方 が 、聖 の世 界が 長 く、 そ れに よっ て

移行 を促 す効 果 も大 きい とい うこ とに なるの で はない だ ろ うか。

1。 授業 者 の側 の儀礼

〔挨拶 〕

表 現 の違 い はあ るが、 両者 と も授 業 の 第一声 は挨 拶 で ある。

青 木 に よれ ば、挨 拶 とは、人 と人 との相互 作 用の 始 め と終 わ りを画す る境 界 的 な局 面 であ り、 交渉 の な

い状 態 か ら、交 渉 や対話 へ の移行 を円滑 に、 また逆 にそ れ まで続 い た交 渉、対 話 を円滑 に終 息 させ、 継続

的 な 関係 の設 立 、維 持 に支 障 が ない よう にす るた め の もの であ る9)。 この青 木 の考 え に従 えば、挨 拶 は、

ヘ ネ ップ に よる三 つの儀 礼 の うち、 あ る状態 か ら別 の状 態へ と移行 す る途上 にあ る 「過渡 儀礼 」 で あ る と

考 え られ る。授 業者 は、挨拶 に よって、 休憩 時 間の対 話 の ない状 態 か ら授 業 時 間の対 話 の状 態へ と移行 を

遂 げ るの であ る。

しか しヘ ネ ップ 自身 は、挨 拶 を統合 儀 礼 の範疇 に入 れて い る。 挨拶 は、 「異人 が 家 に住 んで い る もの あ

るい はそ こに居合 わせ た もの とどの程 度 親 しい か に よっ て異 な る」 もの の、 「要 す る に異 人 は何 らかの や

り方 で 、 その ときだ けにせ よ出会 っ た人 々に 自分 を同 一化 す る」 とい う10)。ヘ ネ ップの言 う 「異 人」 が こ

こでの授 業 者、 彼 の言 う 「そ こに居 合 わせ た もの」 が こ こで の受 講 者で あ る と考 えれば 、挨拶 は、授 業者

が授 業 を始 め るた めの儀 礼 とい うよ り も、授 業者 が学 生 の共 同体 の 方 に同一 化す る儀 礼 であ る とい う解 釈

が見 えて くる。

さて、挨拶 のパ フ ォーマ ンス につ い てで あ るが、 両者 の挨 拶 を見 てい て、 まず は パ フ ォーマ ーの声 が観

客 に届 い てい る こ とが儀 礼 を成 り立 たせ るため の条 件で あ る こ とが分 か った。 これ は言 って み れば 当然 の

こ とで は あるが 、一 回目の谷 村 の参 与観 察 で、 マ イ クの接 触 が 悪い ため に挨 拶 の声 が後 ろ まで届 かず 、後

ろ で学生 の会 話 が続 い てい た こ とが あ った。 これは 、儀礼 の 遂行 が不 完全 で あ る こ とを示 してお り、逆 に

言 え ば、 「パ フ ォーマ ー の声 の届 く範 囲=儀 礼 の 成立 す る範 囲」 とい うこ とに なる。 まず は声 が行 き届 い

て い るこ と、 さ らに肉声(中 戸)で あれ ば、 よ りリア リテ ィー も増 す だ ろ う。

〔感想用紙の返却〕

また、両者とも、その前の授業で学生に書いてもらった感想用紙を返却することが、休憩時間からの分

離儀礼、あるいは休憩時間から授業時間への過渡儀礼として機能している場合があり、その際、感想用紙

は儀礼の小道具として扱われている。

授業の象徴である感想用紙を授業前に返却するということは、完全には休み時間から分離させることは
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で きない にせ よ、少 な くと も、授 業 の始 まる前 の時点 で学 生 に授 業 の始 ま りを意識 させ る とい う効 果 があ

る。 あ るい は、 参与観 察 で は受講 者 が前 回 の感 想 を授 業前 に読 む グルー プが見 られ たが、 この 姿勢 を授 業

に臨 む姿 勢 であ る と見 れば、 ここで は休憩 時 間 か ら授 業時 間へ の 過渡 儀礼 が行 われて い る と言 うこ と もで

きる。彼 ら(彼 女 ら)は 、前 回 の授 業内容 や 自 ら考 えた こと を思 い 出す ことに よっ て、 その延 長 にあ る こ

れか ら始 まる授 業へ と取 り込 まれ るので あ る。彼 らは、休 み 時 間で も、授 業時 間 で もない 、 あい まい な境

界上 にい るので あ る。

他 方 、感想 用 紙の 返却 は 、仲 間 グル ープ の絆 を深 め る とい う意味 での 「統合 儀礼 」 と して も機 能 してい

る。観察 の 結果 、あ る グル ー プが他 の学生 の名前 を呼 ん で感想 用 紙 を返却 した り、 グル ー プの 一人 が 同 じ

グル ープの 友人 の感 想用 紙 まで取 りに行 っ た りす る光 景 がみ られた。 この 場合 の感 想用 紙 は、授 業へ の通

過儀 礼 のた めの小 道 具 と して よ りも、 仲 間 グルー プの統 合儀 礼 の小道 具 と して機 能 して いる。

さらに、感 想用 紙 が これ ら とは全 く違 っ た 目的 で使 用 され る様子 も見 られ た。そ れ は、急 い で入室 して

きた学生 が 、感想 用 紙で ぱ たぱ た と顔 を仰 ぐ とい うパ フ ォーマ ンスで あ る。そ の行 為 は偶 発 的 な もので儀

礼 とは言 えない もの の、 そ の隣 の学生 に も広が り、 こ こには模 倣 を通 して 共 同体が 形成 され る様 子 をか い

ま見 る こ とが で きる。

〔5〕授業者へのアンケー トについて

授 業者 へ の ア ンケ ー トは、20代3名 、30代13名 、40代14名 、50代12名 、60代7名 の計49名 の 大 学で の授

業経験 者 に、無 記 名、 自由記述 を伴 う形で 実施 した。 その 際、担 当授 業 の うち、受講 生 が40人 以 上で 講義

形 式 の もの に つ いて 回答 を求 め た 。資料Hは 、次 のA～Fま での 質 問6項 目につ い て、 自由記述 で回答 が

あ った もの の う ち、 意味 の重複 した もの を除い た抜 粋 で ある 。(そ れ ぞ れの 回答 を分 類 した〈 〉は筆 者

らに よる。)

Aあ なた は どの よ うに授 業 をは じめ ます か。

B授 業 開始時 に学 生 が騒 が しい場合 は どう します か。

Cど の ような雰 囲気作 りを心 が けてい ます か。 そ のた め に何 か して い る ことは あ りますか 。

D授 業 中、学 生 の注 目を集 め よう とす る と きは何 らか の行 為(パ フ ォー マ ンス)を します か。

Eあ なたが教 壇 に立 つ と き、 身 な りにつ いて気 遣 っ てい る こ とはあ ります か。 それ は何 で すか。 理

由 と ともにお書 き下 さい。

Fあ なたが授 業 中、 用い る小 物(例 指示 棒)は あ ります か。 そ れ は何 で すか 。用 い る理 由は何 で

す か。

これ らの 質問 項 目 につい て、 多様 な 回答 が 寄せ られ た。 と くに、 「パ フ ォーマ ンス」、 「身 な り」、 「小物 」

に関す る記 述 に は、 それ ぞ れの授 業観 が 表 れて い る もの も多 く、大 変興 味 深 い。 また、Cの 雰 囲気作 りに

つ いて は、 と くに自由記 述 の量 も多 か ったが 、授 業者 の言 葉 のか け方 、教 室で の立 ち位 置 お よび動 き方 な

ど、か な り自覚 的 にパ フ ォーマ ンス してい る こ とが伺 える記述 も多 く、 それが 「儀 礼」 で あ る とい う意 識

は な くとも・教 師の 言葉 や 身体 に関 し・授 業 者 には 南 る一 定 の型 にお い て、暗 黙 の儀礼 が で きあが ってい

るこ と も予想 させ られ る。 ある授 業 が もつ雰 囲気 は、授 業 者 の働 きか け に よって形 成 され る と同時 に、 当

然 の こ となが ら学 生 た ちの あ り方 に よって も形 成 され る。 多 くの授 業 者が 雰 囲気作 りに関 して 「雄 弁」 で

あ るの は なぜ か 。そ れ は授 業 が、 授業 者 そ して学 生 に とって達 成感 を得 られ る もので あ るのか 、 それ とも

徒労 と感 じられ て しまうの かが、授 業 とい う場 が もつ 雰 囲気 に強 く結 びつ い てい る こ とを 日々 の授 業実践

の 中で実 感 して い るか らで ある だろ う。 ・
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〔資料H〕

儀礼アンケー ト自由記述抜粋

Aあ なたはどのように授業を始めますか。

〈挨拶から〉

・ 「こんにちは」 と挨拶する

・ 「皆さん、おはようございます。」午後は 「皆 さん、こんにちは」と挨拶 をする。その次に、当該授業科目について(お よびそれ以外の ことについても〉

「何か質問はないか」 ときく。

・挨拶をして時事問題(教 育についての)な どに触 れてから本論に入る。

・こちらか ら挨拶する、そのまえに帽子やコー トを脱がせる,

・挨拶をし、出席 を取 ってから入る。

・ 「おはようございます」 と挨拶する。イントロダクション、そ して授業に入る。

・ 「こんばんは」といいなが ら頭 を下げる。次に連絡事項 を言う。そして授業 を始める。

・挨拶。教室の状態を確認(暑 い、寒い〉

・枕の挨拶、ちょっとした逸話等をまず入れます。最近の トピック

〈間があって挨拶〉

・少 し間をお き(そ の日に使 う資料 をそろえたりマイクの調子を確かめた りしつつ)、 その後 「こんにちは」と挨拶 し、先週はなにをやったかをお さらい

する。

・チャイムの前 に、前回の感想を返却。教室の前で学生 と雑談す ることもあるが、チ ャイムがなるとマイクを使 って 「(あらためて)こ んにちは」とい っ

て授業に入る。

〈授業開始宣言から〉

・ 「それでは授業を始めます」といってか ら、先週の復習をする。

「ではは じめます」 というようなことを一言だけいって開始する。

・教育 に関する最近の話題な どに少 し触 れゐことも多い。「はい、それでははじめましょう」 と声 をかける。

〈前回の復習、その日の授業予定から〉

・前回までの授業内容 を要約 して後、今日の授 業の主題 について触れてか ら開始する。時に、今 日の授業主題の学問的位置づけについて話すこともある。

・前時 に提出してもらった質問(出 席表の裏に書 く指示〉に答えることを授業の導入にしている。

・復習か ら

・前回の復習 または毎回レポー トの中からフィー ドバックに値するものを読 む
.

〈 間 をみて 〉

・教壇 に立って、30秒位 、間をおいて、学生が静かになったところで、す ぐに授業に入る。

・前回の授 業の終わりに書いてもらった学生の意見をそのままプリン トしたものを配布することから新 しい授 業に入ることが比較的多い。

・その時々、学生の顔 、疲れ具合、等々を観察 し、教室全体の一つの人格とみな して、その日、そのときにふさわしく、導入する。その後は前 回のrev重ew

今回の話につなげる。

〈授業準備から〉

・授業 に入るための設営 をすることから始める。

・壇上(階 段つ きの大げさな もの)に 上り、鞄の中から配布資料を取 り出す。下に下 りて、資料(前 回かいてもらった学生か らのコメン トを抜粋 したもの)

を配布する。 資.料が後ろの席まで回る間にマイクの電源 を入れ、授業 に入る準備をする。資料が全員に行 き届いているか確認し、足 りない分は隣の列か

らもらうようになどの指示をす る。(こ こで初めて言葉を発 します)前 回の授 業内容を簡単 に説明し、資料 に記載されているコメントを紹介 した り、そ

れらについてこちらがコメン トをしたりする。今回の授業に入る。

〈すぐに授業内容へ〉

何 も言わず、黒板に当 日の問題を列挙する

す ぐに授業に入る
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B授 業開始時に学生が騒がしい場合はどうしますか。

・資料 を配ったり、板書を した りして待つ。

・ 「いいですか、始めますよ」 といった声 をかける。

・毎回の授業が真剣勝負で次回以降その ようなことがおこらない関係を築 く。

・話 をしている学生に何で もいいから質問するとすぐにやむ

・学生を引きつける話をしてから始める。

・たいていは静かになるまで待ちますが、す ぐに静かにして欲 しい ときはまず注意 します。.また、しば らく様子を見て静かにならない場合も、注意をして

から始めます。

・ 「ヤカマシイ!」 とやや大声でとがめた後、】e伽reは複数 であるのだから、単数の論理を持ち込 むのは一人前と見な しがたいとコメン トする。 しかる後、

それでも従 わない学生は、縁 のない存在 として退出しな さい と告げる。お互いのためにも、その方がbeロerだからである。

・ 「え一か」 と注意 を促 す

・議 している人の近 くにいった り、話 しかけた り、当てた りする。収まらないときは注意する。

・5一董0分程度待って、つぎに少し注意 して始める。

Cど の ような雰 囲気 作 りを心 が けて い ますか 。そ の ため に何 か してい る こ とは あ ります か。

・相互にやり取 りができること。教卓ばか りにいないで教室 を歩き回る。

・ただ聞 くだけではな く、こちらか ら問い を発 して、それについて受講生自身が考えるような授業 をしようと心 がけています。授 業の途中に2、3回 は必

ず当てて、何でもよいか ら応 えさせ るように しています。学生がお客様的に授業を聞かないように、 というのは結構大事に しています。

・あまりとげとげしい雰囲気を作 りた くないので、私語などに対する注意 もそんなに怒ったようには していない。 また、興味をもってもらいたい(ま たは

興味を失 って もらいた くない)の で、いろいろな トピック(時 事的なもの と関連付ける、大学生が興味 を持ちそうなネタ(占 いなど〉 を入れるようにし

ている

・授業の冒頭に関心を引 く話題か ら始める。 自由に発言できる雰囲気を作る(ど のような意見 もまず受け入れてから、こちらの意見を述べる)

・人数が多 くなる と、一対一の授業、双方向の授業は難 しくなるため(授 業生数;80人 〉、学生が 自分の頭の中で、色々と考えをめぐらすことができるよ

うな発問 をしたり、具体例 を出 したりする。 リラックスして学 びに集中でき、かつ内容的にも濃い授業

・私語厳禁で臨む(初 回に注意すると以後、私語はない〉哲学の話だけだ と重苦 しいので、ときどき話題を変える。

・いかにも 「教育学」 「教職課程」らしくしないように。.たとえば机に腰掛けて話すとか。

・眠 らない ように板書は多めに。

・主体性、 自主性、それから学生間の関係性 を引き出すために、学生の意見をなるべ く聞 くように している。

・私語は注意するよう心がけている。無断で立ち歩いた りすることは(許 可なしに〉禁ずる(最 初の授業で)

・表情を豊かにしようと努めている。学生さんが潜在的に望んでいる人生を語るようにしている(愛 情観、人生観etc>。

・学生が意見を言いやすい雰囲気作 り。授業の中で自分自身の体験談を話す、コメント用紙を配布 し、思 ったことを自由に書いて もらう、分か らないこと

があれば気軽に質問するよう伝える、な ど。「雰囲気作 り」 とは少 しずれるか もしれ ませんが、授 業の内容 と特徴上、授業内容 に反応 してつ らくなって

しまう学生が時々いるので、授業 自体が重 くならないよう、ま.た偏 った受 け止め方.をされないよう、気 をつけています。

・教員自身が明る くふるまう。私語には、厳 しく叱責する。

・学生が授業に集中すること
。授業の狙いやポイント等 について学生に徹底 し、よく理解 させ る。講義授業においても、で きるだけ学生 に問いを投 げかけ、

考えさせるように仕向けている。 ときどきユーモアを交える。

・どんどん発言させる
。ワイ.ヤレスマイクをもって席を回る。

・授業内容に集中で きるように、前回の講義の復習や講義の全体像の再確認をお こなう。

・この話 は面白いのだ、と感じて くれているという雰囲気 が欲 しいので、面白 く、分か りやす くを心がけてはいる。

・私語等 は禁止しているが、なるべ く楽 しい雰囲気 を心がけている。

・楽 しくて、自然で アットホームな感 じ。

・学生参加型の授業をすることによって、学生自身が意欲的に授 業に臨むようにする。競争原理を活用 しつつ、自分たちががんばれば自分の成績 アップに

直結することを自覚 させる。「出席 してよかった」「欠席 したのが残念」だと思わせるような授業を展開する。分か りやすい内容、親 しみやすい内容、予

備知識がな くて もすぐに溶け込める内容、 参加 して楽しい内容になるよう努める(ゲ ーム的要素 も取 り入れる〉。多人数授業の持つマイナスイメージ

を払拭 し、む.しろ多人数授業の をつ積極面を最大限に活かす。

・楽しい
。自分で考 えること。毎回具体的な事例 を紹介する。毎回A4の 紙 を配布 し、課題な どを書かせ る。4,5人 で1グ ル」ブにして、グループワーク

をさせる(い つもではない)

・和やかな雰囲気 と真剣な雰囲気を大切 にしたい。今 まで関わってきた子 どもたちの話を具体的に紹介する。毎回必ず、講義のレジュメ、資料を用意する。

・ライブ感覚で学生の表情 などを読み とりながら進めている。私の授業では学生は私語がほとんどみ られず、静かであるが、ライブ感覚 と上に書いたよう

に、活気ある授業の雰囲気作 りを心がけている。そのためにまず必要なことは教師が生 き生きしていること、生 き生きと教えることのように思 う。だか

らそれが独 りよが りにならないように、学生の様子に細心の注意 を払 う。
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・授業者に注意を集中 して くれるよう、大教室では特に明確に発話 し、適度な身振 り手振 りを入れることを心がけている。

・真剣に学ぶ雰囲気。初回の半分以上 を使って、この時間を半期間、みんな とどのように過ごすかについて雰囲気作 りをする。

・静かになるべ きところは静かに し、話 し合 うべ きところは話し合いをさせる。 昌

・積極的にジョー クをいれようとしますが、いっこうに受けません。

・講義の一時間目は、5-6人 ずつの班をつくり、その班 ごとに自己紹介の時間にする。その自己紹介 を受けて、第1時 間目の残 りと第2時 間目のは じめの時

間を使って、黒板の前に立 って、班員の紹介をする時間を設ける。 自分の名前や特徴が他の受講生に知られていると自覚することは、学生たちの間にい

い意味での緊張感を生むように思.われる。 さらに、講義期間の初期は、教員が話しているときは集中 して静かに聞 く、自分たちが活動するときは活発に

議論する とい う具合 に、メリハリをつけるよう、努めて注意 を促 す。そうする と、講義の中盤ごろか らは、 自然とメリハリのついた行動ができるように

なって くる。

・①授業にメリハリをつけるように している。講義の中に学生の発表の時間を入れ、私の話を聞くばかりでな く、学生が能動的に意見 を言える場を設定 し

ている。"加 え て、できるだけ学生 とのコミュニケーシ ョンを深めるため、毎時間授 業について短い感想 を書かせ、面白い意見 については紹介し、 コメ

ン トするようにしている。

・楽 しくリラックス した雰囲気で意欲的に学習できるよう、学生が気軽に質問できるように、対話 しながら授 業を進めている。

・1㏄ωreも一種のパフォーマンス(芝 居)で あるのだから、起承転結を心がけて、ダラケのない緊張の保持に努めている。とはいえ、あまりに力んだので

は重苦しくなるので、肩の力は抜 くようにしている。つまるところ、カラオケの際の心構えと同 じである。

・一般の話題や時事的話題を導入にしてスムーズに本論に入る。

・一方通行 にならないように出来るだけ授 業中の会話に(学 生と教師との)気 を配る。

・親密感を増すように心がけている、で きるだけ難解な言葉 を使 わないようにする、事例をできるだけ示すようにする

・集中して講義を聞 くこと、できるだけ明確 に問いと答 えを与える。

・他人の学習権を侵害 しないことを学生たちに理解 して もらっている(そ れ以外な らす球てを認めている)。

・自主的に学んでもらいたいので、コミュニケー ションを多 くとるように心がけています。講義によって異な りますが、電子メールやなんでも帳(「 大福

帳」)を 用いて、質問や意見 を活発に書いてもらえるように してい ます。返信を しっか りとしていけば、少 しずつ質問などは増 えてい きますし、自分で

興味を持って学んでもらえると思 っております。

D授 業 中、学 生 の注 目を集 め よう とす る と きは何 らか の行為(パ フ ォーマ ンス)を します か。

・まず、一呼唆お く(少 し沈黙する)。 その後、ゆっくりしゃべる。

・大 きな声で話す。

・具体的な例や体験談、実感などを話す。

・だまってじっと学生をにらむ(ほ ほえむ〉

・黒板をたた くことはあります。

・机間を歩 く。手振 り身振 りを入れる。

・口調を変える。学生側に近寄る。

・両手をたた く。「はい、注目して」 と多少大 きな声を出して、手 を振る。

.
・重要なことを話すからよく聞け!黒 板をたたいて学生の注意を促す。

・ゲームの手法を用いる。 トリック ・クエスチ ョンをする。

・内容に関連づ けた雑談で、注意を引 く。

・ワイヤレスなので、机間まで行 った り、その学生に適宜に質問する。或いは学生にマ イクで発言させる。

・(注 目を集めるのは〉不必要

・ 「はい、ここは注目して くだ さいね」と言葉で注 目を集めます。あと、若干の身振 りは入っています(手 を挙げて注目を促す)

・少 し大 きめの声で、「はい、これから言うことをよく聞いて ください」「ち ょっとこちらを見て ください」な どとい う。

・ゆっ くり静かに語 り、繰 り返す。板書をする。(ポ イン トを書く〉ワイヤ レスを使って座席の方に行 く。

・ 「ここは大切」「ここの ところが今 日の一番のポイント」「ここは難 しいけど大事だからよ一く聞いて」などとよ
.く声をかけている と思 う。

・教材提示装置、パワーポイント、 ビデオなどの多用による注目

Eあ なたが教 壇 に立 つ と き、 身 な りにつ いて気 遣 っ てい る こ とは あ ります か。 それ は何 で すか 。理 由 と

と もにお 書 き くだ さい。

〈あ えてい うな ら清 潔感 〉

・汚らしい格好は しないように。学生はよく見ているから。

・とくにないが清潔な身な りであるこ とは心がけてお ります。
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〈普 段、 常識 どお り〉

・授業だからということで、特別 な気遣いをすることはない。ふだん気遣っていることを気づかっているだけです。

・気遣っていないが、背広 ・ネク.タイ着用 という普段 どお りの服装です。

・常識に したがうのみ

〈 きっ ち りネ クタイ 〉

・ネクタイは締めるようにしている(ふ だん本務校では しめていない》
。理由はとくに意識していないが、ほかめ先生が皆 しめているのと、「自信がないの

に教師をやっている」中で、「教師」 と.してのかっこうを、 どうにか、つけようとしていることの現われかもしれない』

・スーツ、ネクタイ着用。公の場での教育活動のため。

・真面目な服装(ex .ネクタイ着用、暗い色のスーツ〉。話題が深刻 なものになることが多 く、あま り明るい服装だ とふ さわ しくないような気 がします。 も

うひとつの理由は"照 れか くし"で す。

・事務のやり取 りをする際、教員であるのを分かってもらうため

・ 「若 くて頼 りない先生だ」 と思われないように

・可能な限りネクタイ着用(6 ,7月9月 は別 として〉。スーツスタイルが原則。学生に対するエチケ ットと思 うから。

・スーッ+ネ クタイで授業、学生にも自分 にも授業 としてしっかり対応するよう意識づけるため

・常にスーツにネクタイ(教 育者として当然の儀礼)

・あまりラフな服装にな らないようにしている。

・公演と同 じく1㏄tu爬もわれわれ教員 には正規の舞台であるのだか ら、身な りのほうも中身 と同 じく手抜きはで きない。ネクタイ、背広の正装を常 として

いる。

・ネクタイ着用 を心 がけているが、上着はフットワークをよくする為 に着用しない。

・ネクタイとスーッ。 これが 日本のアカデミック・コスチュームであると思っているか ら。ただ し授業中は上着 を脱ぐことが多い。

・基本的にカジュアルなスタイルなので、あまり「「遊び」っぼくならないように している。

・まだ若いとい うこともありますし、基本的にスーッ・ネクタイと着用 してヤ・ます。

〈機能重視〉

・動 きやすく、汚れて もよく、清潔感のあるもの

・チョークがついて もいいような服
、動 きやすい服。

〈 メ ッセ ー ジや 自己表現 〉

・これまで小・中・高での 「教師」イメージ、それから大学 「教師」 イメージになるべ.く沿.わない ようにする。

・話題づくり(同 じ服 をできるだけ着ない。パステルカラー等のシャツ)

・服装はすべ て(ベ ル ト・靴 ・ハンカチ も含む)に 気を配 る。原則 として同 じ服 は着用 しない。(ネ クタイも)学 生にマナーをうる さく注意する関係で
、

自分が範 を示す必要がある。言葉遣いも同様。

・清潔な服装を心がけている。眠そうにならないようにている(一 講目なので)

・さっぱりした服装(い つもネクタイとは限 らないが) 、服装なども自己表現の一つの方法だと思うか ら

・服装はよい雰:囲気作 りとして とても重要だから

〈気分重視〉

・気遣っていない。その日の気分で生 き生きと生のまま授業にのぞみたいので。

・講義をする気分を高めるため
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Fあ な たが授 業 中、用い る小物(例 指示 棒)は あ りますか 。それ は何 です か。用い る理 由 は何 です か。

・OHP

・指示棒、チ ョー ク

・実物投影機

・本(読 んで欲 しい本の実物)

・マイク(障 害のため声が分か りにくく、小 さいための補装具

・教材 としてビデオ等

・ワイヤ レスマイク・有線マイクとアンプ・・大きい教室で、いろいろな場所で学生が発言する場合

・チーム名を示す大きめのネーム立て … チーム単位で授業に参加 させるため

・小物 とは性格は異なりますが、院生をTAと して使っています。

・その時間にかかわる事物 を見せた りする(人 形、試薬、実験機材など)。

・模造紙一ディスカッションして中身をグループでまとめて報告する(60人 くらいの授業で)

・ビデオー部分的に活用して問題への意識を高める

・プレゼ ンのレーザー ビーム

・パワーポイント

・パソコン

・授業に関する具体物(小 物)

・フラッシュカー ド(マ グネッ ト付〉コミュニケーションの効率化のため

・小物?(授 業は講義で学生を引 きつけるもの)

・自分の身体以外 の小物を用いるのは舞台に立つ役者 として、.邪道 に近いのではないか。本当の芸人は、芸そのもので聴衆 をひきつけるわけで、それを芸

以外の要素に頼 るようでは、先が見 えているのではないだろうか。われわれ教員 も一流の舞台役者から多 くを学ばな くてはならないだろう。

・そういうことを考えたことがなかった。指示棒などで示すようなvisua1な展開を していないのだと思う。

〔6〕 お わ りに

ヴル フの言 う儀 礼 とは、 日常 的 な相 互行為 で あ り、 一定 の型 が繰 り返 される もの の、決 して 固定 した も

ので は ない。儀 礼 に とっては、 一 定の 型が場 に応 じて 実演 され る こ とが 重要 な役 割 を果 たす ので あ り、逆

に儀礼 が そ のパ フ ォーマ ンス に基 づ いて い る とす ら言 え るので あ る。 と りわけ 、 ヴル フは 日常生 活 に見 ら

れ る移 行 の段 階 に着 目 し、 そ の際 に引 き起 こされ る通過 儀礼 を観 察 し よう としてい る。彼 の 手法 は、 我 々

が普段 、 意識 しないで 行 う儀礼 を意識 化 させ る もので あ り、教 育者 が この ような視 点 に気 づ くこ とに よっ
.て逆 に学生 の移 行 をス ム ーズ にす る手助 け も可 能 とな る よ うに思 われ る。今 後 は、観 察結 果 を よ り綿 密 に

分 析 し、教 育 者側 の儀 礼 に対 して学 生 は どの よ うに対応 す るの か、 また、教 育者 側 の儀礼 は学生 が 自 ら作

り出 す儀礼 と どの ように関 わ って いるの か とい う こ とを明 らか にで きれば と考 え る。
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<注>

1)こ れ につ い て は す で に 人 類 学 者 、 タム バ イア(S.」.Tambiah)は 、 儀 礼 が 一 回 ご と に必 ず しも同 じで は な く、

儀礼 の 成 否 の鍵 を握 るの は む しろ、 一定 の型 にそ の都 度 加 え られ る ア レ ンジ であ る こ とを指 摘 して い る。

2)文 化 人 類 学 者 、 フ ァ ン ・ヘ ネ ップ 〈A.vonGenepp)の 通 過 儀礼 研 究 に よれ ば、 「通 過 儀礼 」 とは 、誕 生 、 成 人 、

結婚 、 死 とい った 人生 の節 目 を平 安 に 通過 す るた め に行 わ れ る儀 礼 を指 す 。 しか し、 七 五 三 や成 年 式 な ど、個

人 の成 長 過 程 に 行 わ れ る儀 礼 の み が通 過 儀 礼 なの で は な く、 あ る場 所 か ら他 の場 所 へ の 移 動 、 あ る共 同 体 か ら

他 の共 同 体へ の移 行 に 際 して行 わ れ る儀 礼 も通 過儀 礼 であ る 。

3)文 化 人 類 学 者 、 ター ナー(V.Tumer)は ヘ ネ ップ か ら、"1垂minaゼ(敷 居)と い う概 念 を受 け 継 ぎ、 それ を移行

段 階(ヘ ネ ッ プの 言 う 「過 渡 儀 礼 」〉 に み られ る重 要 な 特徴 と して、 「境 界性 」 とい う概 念 へ展 開 させ た。 この

語 は 、 そ れ ま で の属 性 は も はや ない もの の 新 た な 属 性 が い まだ付 与 さ れ て い な い、 「ど っ ちつ か ず 」 の 「あ い

まい で不 確 定 な 」 状態 で あ る。 つ ま り 「境 界 にあ る人 間(敷 居 の 上 の 人 た ち)の 属 性 」 を 「境 界 性 」 とい うの

で あ る。

4)す で に社 会 学者 、 ゴ ッ フマ ン(E.Goffman)と 社会 心 理 学 者 、 ヴ ェ レ ン ドル フ(F.Wellendαf)は 、制 度 に対 し

て仲 間集 団 が で きる こ とを 「制 度 に抵 抗 す る儀 礼(Widerstandsrituale)」 と して捉 え 、 それ に加 えて 人類 学 者 、

ベ イ トソ ン(G.Bateson)は 、 仲 間集 団 にみ られ る 「制度 に従 う(institutionsaf翫mat重v)儀 礼 」 を指摘 した 。

5)授 業者 の この 指 示 は 、学 生 を前 の 列 に座 らせ る こ とに よっ て 、気 持 ちの 上 で も授 業 に対 す る積 極 性 が 求 め られ

て い る と読 む こ とが で きる。

6)リ ーチ 青 木保 、 宮坂 敬 造 訳 『文 化 とコ ミュ ニ ケ ー シ ョン』 紀 ノ國 屋 書店1981p.13L132.

7)リ ーチ 前 掲 書 同 頁。

8)リ ーチ 前 掲 書 同頁 。

9)青 木 保 『儀 礼 の 象徴 性 』 岩 波 書 店1984

10>ヘ ネ ップ 綾 部 恒 雄 、綾 部 裕 子訳 『通 過 儀礼 』 弘文 堂1995p.27,
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ConsiderationtotheRitllalPe㎡ormanceastlleL㏄t .ureStarts

TAKAMATSUMidori TANIMURAChie NAKATOYoshio

Inthispaperwef6cusontheapalysismethoddevelopedbyWulf(Wul£Christophl944～).Wulf

appliedtheconceptofritualwhiφhadbeenσerivedf氏)manthropologytothefieldofpedagogyinordertoanalyze

onthepr㏄essofs㏄ialization,especiallyinprim缶yschool.W昌alsotrytoapplyhisideatothe.fieldofhigher

education.

Hisconceptofritualmeanssomethingn㏄essaWfbrhumanbeingstofbmlcommunityanditals6means

thereiteratlonofinterplay.Themodeofinteractionisnotconsideredasafixedoneanditiscleartha口nteractions

arepe㎡brmedinvariousbmsdependingonthecircumstances.Fordtua1,pe㎡brmlngitselfisnecessary釦r

accomp】jshmenL

Wulfpaysattentiontothephasesofpassageindai監yschoollif¢.Achild,forexample,asamemberof

peergroupmustchangehimselforherself孟ntoachildasapupilasheor.shea枕endstheclass.WulfregI町dssuch

smallchangesas"ritualofpassage."

Byapplyinghlsmethodwecanfindoutthesmallritualswhichapersonpe㎡brmsunintentionallyindailylifband

thenwealsomightbeabletohelpstudentsandteacherstogothroughthephasesofpassagesmoo止hlyindailyschoo蓋

1ifb.

Wereporttheresultofourresearchinuniversityclassrogmstohighlightsomesmallritesofpassage

experiencedbybothstudentsandteachers.


